
カーボンリサイクル実証研究拠点の整備・運用
および実証研究に関する取り組みについて
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研究エリア・施設について
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出典：革新的環境イノベーション戦略（経済産業省）を基にNEDO作成
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カーボンリサイクル技術（炭酸塩化、化成品合成、油脂製造、藻類バイオ技術、他）に
係る研究者が集い、IGCC（石炭ガス化複合発電）で排出される CO₂を利用した要素
技術開発や実証研究を集中的・横断的に実施します。

本拠点は、「実証研究エリア」「藻類研究エリア」「基礎研究エリア」の3区域によって構成されています。大崎クールジェンで分離・回収したCO₂をパイプラインで輸送し、当該CO₂を利用した
カーボンリサイクルの要素技術開発や実証研究が各施設で行われています。

CO₂を固定化する対象を、建物の構造物などに
使用される鉄筋コンクリート製品や現場打設コ
ンクリート構造物へ広げる技術を開発します。

研究テーマ① CO₂有効利用コンクリートの
研究開発

ペットボトルなどの原料となるパラキシレンを
CO₂から効率良く製造可能とするための触媒お
よびプロセスの開発を実施します。

研究テーマ② カーボンリサイクルを志向した
化成品選択合成技術の研究開発

CO₂から酢酸を製造し、高付加価値脂質や化学
品原料を合成する二段階発酵プロセスによるバ
イオリファイナリー技術を開発します。

研究テーマ③ Gas-to-Lipids
バイオプロセスの開発

微細藻類由来 SAF（持続可能な航空燃料、
Sustainable Aviation Fuel）の商用化に向け、
製造技術の検証・標準化の推進を図ります。

研究テーマ④

事業者が利用できる会議室、分析室などを整備。
本拠点の見学者を対象としたコンテンツの掲示
も行います。

共用棟

複数の企業や大学などが基礎研究・先導研究を
効率良く、かつ、安全に行うことができるなど
利便性に優れた6つの研究室で構成します。

研究棟
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E F

風光明媚な瀬戸内海の真ん中に浮かぶ、広島県・大崎上島に

2019年に経済産業省から発表された「カーボンリサイクル3Cイニシアティブ」に基づき、

カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現を志す、複数の企業や大学などの活動拠点を整備することになりました。

カーボンリサイクルの要素技術開発や実証研究を、ひとつの場所で集中的・横断的に実施することにより、

当該分野のイノベーション・実用化を加速させることを目指します。

また、要素技術開発や実証研究の内容や成果を紹介することで、日本の最先端技術を世界中に向けてアピールします。

微細藻類由来 SAF の製造に係る
研究開発


